
本製品は、立てて保管します。下記事項に注意して、正しく保管してください。

長時間使用しない場合は、安全な場所に保管してください。特にお子様やペットが触れないようにご注

保管する場合は、保管するスペースが十分確保できるかどうか確認してください。

安全キー（マグネット付）
本製品は、安全キーマグネットが安全キーホル
ダーにセットされていない限り起動しません。転
倒などにより、安全キーマグネットが外れると、
すべての動作がストップする仕様となっています。
着衣の裾に安全キークリップをしっかりと取り
付けてください。運動の前には必ず安全キー
が装着されているか確認してください。
また、立ち位置は右図を参考にしてください。
ご使用前はサイドレールに立って、ランニング
ベルトが回転し始めてからベルトに乗るように

本製品をご使用になる際は、必ず安全キーク
リップを着衣に装着してからご使用ください。
装着せずに運動を行うと、誤って転倒した際、
製品が停止せず、思わぬけがや事故につなが

ひもに
余裕がある
ひもに
余裕がある

安全キー
マグネット
安全キー
マグネット

ランニング
ベルト

安全キー
クリップ

サイドレール

ひもに余裕がないひもに余裕がない

ランニングベルトの中間より少し前に立ち、安全キーの
ひもに余裕を持たせます。

ランニングベルトの後方に立ちすぎ、安全キーのひもに余裕
がない状態では使用しないでください。

（表側）（表側）
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2 サイドレールに乗った後、ハンドルバーを 
握ります。

3 安全キーホルダーに安全キーマグネットを
セットし、安全キークリップを着衣に装着
します。（10 ページ参照）

4 ディスプレイに初期画面が表示されたら、
スタートボタンを押します。コンソール操作
の詳細については、XUR/XIR/XR-V2 取扱
説明書をご参照ください。

6 ランニングベルトの動きを確認しながら、
速度に合わせて運動を開始してください。
その後、走行しながら速度ボタンおよび傾
斜ボタンでお好みの速度・傾斜に調節します。
コンソール操作の詳細については、XUR/
XIR/XR-V2 取扱説明書をご参照ください。

サイドレール

ハンドルバー

○ 心拍数センサー
本製品には、心拍数を計測できる心拍数センサー
がハンドルバーに付いています。
心拍数センサーを両手で握ると、心拍数がディス
プレイに表示されます。

心拍数センサー心拍数センサー

ハンドルバーハンドルバー

安全キー安全キー

安全キー
クリップ

速度ボタン傾斜ボタン

スタートボタンスタートボタン
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ディスプレイに初期画面が表示されたら、
スタートボタンを押します。ディスプレイ
操作の詳 細については、ディスプレイ説
明書をご参照ください。

安全キーホルダーに安全キーマグネットを
セットし、安全キークリップを着衣の裾に
しっかりと取り付けてください。

※安全キーマグネットが安全キーホル
ダーにセットされていない限り起動しません。転倒
などにより、安全キーマグネットが外れると、すべ
ての動作がストップする仕様となっています。

※トレッドミルをご使用になる際は、必ず安全キー
クリップを着衣に装着してからご使用ください。
装着せずに運動を行うと、誤って転倒した際、製品
が停止せず、思わぬけがや事故につながる恐れがあ
ります。
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 ■保管
本製品は、立てて保管します。下記事項に注意して、正しく保管してください。

・ 長時間使用しない場合は、安全な場所に保管してください。特にお子様やペットが触れないようにご注
意ください。

・ 保管する場合は、保管するスペースが十分確保できるかどうか確認してください。注意

 ■安全キー（マグネット付）
本製品は、安全キーマグネットが安全キーホル
ダーにセットされていない限り起動しません。転
倒などにより、安全キーマグネットが外れると、
すべての動作がストップする仕様となっています。
着衣の裾に安全キークリップをしっかりと取り
付けてください。運動の前には必ず安全キー
が装着されているか確認してください。
また、立ち位置は右図を参考にしてください。
ご使用前はサイドレールに立って、ランニング
ベルトが回転し始めてからベルトに乗るように
してください。

本製品をご使用になる際は、必ず安全キーク
リップを着衣に装着してからご使用ください。
装着せずに運動を行うと、誤って転倒した際、
製品が停止せず、思わぬけがや事故につなが
る恐れがあります。
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正しくセット
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保管する場合は、保管するスペースが十分確保できるかどうか確認してください。
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ひもに
余裕がある

ひもに余裕がない

ランニングベルトの
中間より少し前に立
ち、安全キーのひも
に余裕を持たせま
す。

ランニングベルトの
後方に立ちすぎ、安
全キーのひもに余裕
がない状態では使用
しないでください。

3 カウント後、ランニングベルトが回転し
始めます。初期速度の設定は0.8km/h です。

ランニングベルトの動きを確認しながら、
速度に合わせて運動を開始してください。
走行しながら速度ボタンおよび傾斜ボタン
でお好みの速度・傾斜に調節します。
※ディスプレイからの速度・傾斜の操作に
ついては、「ディスプレイの使い方」をご
参照ください。

○ 心拍数センサー
本製品には、心拍数を計測できる心拍数センサー
がハンドルバーに付いています。
心拍数センサーを両手で握ると、心拍数がディス
プレイに表示されます。
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本製品は、箱から出して組み立て、電源をONにして安全キーをセットすれば、すぐに運動を始められます。
運動の基本は、アームまたはハンドルバーを握って行ってください。

基本的な使い方（クイックスタート）

1 電源プラグをコンセントに差し、電源ON/
OFFスイッチをONします。

2 サイドレールに乗った後、ハンドルバーを 
握ります。

3 安全キーホルダーに安全キーマグネットを
セットし、安全キークリップを着衣に装着
します。（10 ページ参照）

4 ディスプレイに初期画面が表示されたら、
スタートボタンを押します。コンソール操作
の詳細については、XUR/XIR/XR-V2 取扱
説明書をご参照ください。

5 3カウント後、ランニングベルトが回転し始
めます。初期速度の設定は、0.8km/hです。

6 ランニングベルトの動きを確認しながら、
速度に合わせて運動を開始してください。
その後、走行しながら速度ボタンおよび傾
斜ボタンでお好みの速度・傾斜に調節します。
コンソール操作の詳細については、XUR/
XIR/XR-V2 取扱説明書をご参照ください。

電源ON/OFFスイッチ

サイドレール

ハンドルバー

ランニングベルト

○ 心拍数センサー
本製品には、心拍数を計測できる心拍数センサー
がハンドルバーに付いています。
心拍数センサーを両手で握ると、心拍数がディス
プレイに表示されます。

心拍数センサー心拍数センサー

ハンドルバーハンドルバー

安全キー安全キー

安全キー
クリップ

速度ボタン傾斜ボタン

スタートボタンスタートボタン

XIRXIR XURXURXRXR

トレッドミルの使い方

スタートボタン
初期画面

傾斜ボタン 速度ボタン


